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自動車の検査・登録申請の早期手続きについて

毎年、年度末は自動車の検査・登録申請窓口が非常に混雑して長時間お待たせすることになり
ますので、申請処理を円滑に行うため、自動車の検査・登録手続きは比較的すいている3月中旬
までにお済ませ下さいますようお願いします。

また、継続検査は、自動車検査証の有効期限の満了する日の1 ヶ月前から受けられますので、
余裕をもってお受け下さい。

なお、検査・登録申請に関するお問い合わせ先は、下記のとおりです。

記

神戸運輸監理部

兵庫陸運部

登録に関するお問い合わせ先
　　　　　050−5540−2066をダイヤル後、 037をプッシュ

検査に関するお問い合わせ先
　　　　　050−5540−2066をダイヤル後、 02181をプッシュ

姫路自動車検査登録事務所

登録に関するお問い合わせ先
　　　　　050−5540−2067をダイヤル後、 037をプッシュ

検査に関するお問い合わせ先
　　　　　050−5540−2067をダイヤル後、 02181をプッシュ

神戸運輸監理部ホームページ　http://wwwtb.mlit.go.jp/kobe/

近畿運輸局ホームページ　http://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/

国土交通省
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「トラック運送業の生産性向上促進事業」 
（テールゲートリフター導入補助事業）について（お知らせ）

平成28年度国土交通省第2次補正予算において、トラック運送業の生産性向上を促進するため、
テールゲートリフ夕ーの導入に係る支援が実施されることになりましたのでお知らせいたしま
す。

１．実施概要
⑴　申請受付期間

平成 29 年 2 月 1 日（水）～平成 29 年 2 月 24 日（金）

※補助金申請額が予算額を超過した場合、補助金が交付されない場合がございます。
⑵　補助対象機器について
・平成28年8月24日～平成29年3月31日に導入した機器（3月31日までに新規車両登録又は構

造等変更検査が完了し、支払いが完了していること）

・全卜協が指定した機器（全卜協ホームページ等で確認下さい）

・新品で導入したもの

⑶　補助額
・後部格納式・床下格納式：1台あたり30万円　　・アーム式・垂直式：1台あたり15万円
※1社あたり上限3台

⑷　執行団体　（公社）全日本トラック協会

２．申請方法　次のいずれかの方法により申請して下さい
⑴　全日本トラック協会へ郵送　1部作成し必ず郵送（書留等により）提出して下さい

送付先　〒160−0004　東京都新宿区四谷3−2−5　全日本トラック総合会館5階
（公社）全日本トラック協会　交通・環境部　補助金担当　宛て

⑵　兵庫県トラック協会へ持参　3部（正本1部、副本2部）作成し窓口へ持参下さい（※郵送
等は不可）平日9：00～17：00まで。土日祝除く
◆申請書類は、導入後申請と導入前申請の2種類がございます

3．その他
提出書類等詳細につきましては、公益社団法人全日本トラック協会のホームページをご確認

頂き、制度を十分にご理解の上お申込下さい。（http://www.jta.or.jp/yushi_jyosei/jyosei/
tgl_2017_0106.htm1）

不明な点等がございましたら次の担当までご連絡下さい　　
（一社）兵庫県トラック協会　業務部　担当：棚田、繁田、横井

TEL　　078−882−5556

事務局からのお知らせ
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ドライバー教育ツールPart3の連載について
安全運行・事故防止はトラック運送業界の最優先事項であることは言うまでもありません。
適切な運転者教育（指導・監督）はトラック運送事業者の責務です。
今般、車両総重量3.5トン以上7.5トン未満の自動車の運転免許受験について、 18歳以上であれ

ば運転経験を問わずに可能とする準中型免許が創設されるに伴い、トラック運送事業者が運転
者に対して行う安全教育の指導及び監督の指針（国土交通省告示第1366号）が一部改正されま
した。

兵卜協では「運行管理者のためのドライバー教育ツール」を改訂しPart3を作成しています。
これに伴い、一部改正された国交省告示に基づく指導項目（12項目）についてイラストを交

えわかりやすい内容を12回に分けて連載させていただきます。
貴社のドライバーに対する安全指導にご活用いただければ幸いです。

　　　　平成29年2月　　　
（一社）兵庫県トラック協会　　　
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定期健康診断受診料助成の年度末処理について

標記助成については、助成金申請書に受診者名簿、受診に係る領収書（写）を添付して申請

いただくのが原則ですが、支払いが助成事業締め切り日（2月28日）に間に合わない場合は、支

払日を申請書に明記の上、受診者名簿、請求書（写）等受診したことが判る書面を添付して申

請して下さい。この場合でも原則3月15日までに支払いをおこない、支払い後すぐに領収書（写）

を提出して下さい。

【注意】

・助成額が予算に達した場合は、 2月28日前であっても助成事業を終了します。

お問い合せ先：　　　　　　　　　　　
（一社）兵庫県トラック協会　業務部
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雪道対策について

近年は、予想を超える大雪となるケースが増え、適切な雪道対策が求められます。もし、交
通事故やスリップ、大雪等でトラックが立ち往生してしまうと、周辺道路の大渋滞を招き、迂
回路のない地域では大混乱になります。降雪地域を運行する方はタイヤチェーンを必ず携行す
るなど、雪道対策を万全に整えてから出発してください。なお、どか雪など突然の大雪が予想
される地域を運行する方はダブルタイヤ用トリプルチェーンの携行が必要です。下記アドレス
から雪道対策、交通規制、気象情報等が確認できます。

記

・雪道対策について（全日本トラック協会）
　http://www.jta.or.jp/info/snow.html

・道路情報（交通規制・道路気象）
　http://www.mlit.go.jp/road/roadinfo/

・気象情報（気象庁防災情報）
　http://www.jma.go.jp/jma/menu/menuflash.html

・雪道ドライブのきほんの「き」（ＪＡＦ（日本自動車連盟））
　http://www.jaf.or.jp/dguide/yukimichi_drive/



8

「陸運事業者向け荷役災害防止担当者への 
安全教育研修会」を開催しました

陸上貨物運送事業の労働災害の７０パーセントは、トラックの荷台等からの墜落・転落等の
荷役作業中に発生しています。厚生労働省では平成２５年３月に「荷役ガイドライン」を策定し、
陸運事業者の実施事項、荷主等の実施事項を示しました。当日は３３名が参加し、兵庫労働局 
労働基準部 塩見 卓 安全課長の挨拶の後、中尾 陽 安全管理士が荷役ガイドラインに示された荷
役災害防止の担当者に対する安全衛生教育を行いました。

１．日時　　平成２９年１月２５日（水）１３：００～１６：００

２．場所　　兵庫県トラック総合会館　３階　中会議室
　　　　　　神戸市灘区大石東町２丁目４番２７号

３．講習内容（１）荷役災害防止担当者教育
　　　　　　（２）質疑応答



9
6

フォークリフトによる労働災害を分析すると、フォークリフトのオペレーター（運転手）による
不適切な運転操作や、フォークリフトで持ち上げていた荷物の荷崩れ、
またフォークリフトと別の作業者との接触など、オペレーターならびに周辺にいた
他の作業者が本来禁止されている行動を取ったことによる事例が多くありました。

3

事
１
例

事
２
例

フォークリフトアップ（上昇）時の安全不確認により被災者が
コールドロールボックスパレットの下敷きに（死亡災害）

歩行者立入禁止エリアにいた被災者が
フォークリフトと接触（死亡災害）

　オペレーターがフォークリフトの
フォークを上昇させた際に、そばに
あったコールドロールボックスパ
レットがフォークに引っかかり、前方
に倒れました。パレットの近くで作業
を行っていた被災者は倒れてきたパ
レットを避けることができず、倒れた
パレットの下敷きとなりました。

　コンテナへの荷積み場所となって
いるフォークリフト走行エリア内で
フォークリフトを運転していました。
フォークリフトを後退させたところ、
近くを歩いていた被災者に接触しま
した。なお、被災者は社内ルールで定
められているフォークリフト走行エ
リアに入ったことで接触しました。

フォークリフト
使用時における
死亡災害

％17.5

平成２５年に死亡災害に至った実際の事例を紹介するとともに、
災害パターン別の労働災害防止対策について2016年12月号から５回に渡って紹介しています。
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周囲の作業者の注意事項

その他、事業者・作業者は
次のような対策を講じましょう

▶労働災害を防ぐためのポイント！

対 策 フォークリフトのオペレーターやその周囲の作業者は、
定められたルールを守り、適切な行動を徹底しましょう

 作業手順書を作成しましょう

 複数の作業者で荷役作業を行う場
合は、作業指揮者を配置しましょう

 フォークリフトに係る安全研修を実施
しましょう

●周囲の安全を確かめながら運転操作を行いま
しょう。特に、フォークに荷がある時には急な上
昇・下降、旋回などは行わないようにしましょう
●フォークリフトの用途外使用をしないようにし
ましょう
●フォークリフトの操作に慣れていない場合は、
一定期間は指導者の指導の下で作業を行うよう
にしましょう

●自分の周囲に注意を払いながら作業を行うよう
にしましょう
●接触事故を防ぐために、歩行者立入禁止エリア（フォー
クリフト走行エリア）に立ち入らないようにしましょう

禁止されている行動を取ってしまうことで、災害に繋がるケースが多くなっ
ています。自分や周りの作業者を守るため、各事業場で定められたルールを
守り、適切な行動を徹底しましょう。

オペレーターの注意事項

フォークリフトは、技能
講習を修了した者等が
運転できます。

最大荷重1トン未満：特別教育
最大荷重1トン以上：技能講習

保護帽に有資格者であ
ることが分かるように
シールを貼りましょう。

注意！

ひ と こ と
アドバイス

運転者シール
（イメージ）
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燃 料 価 格 情 報

11

“軽油は兵庫県下で買いましょう”

区分
集計月

ローリー 組 合 カ ー ド スタンド
平 均 平 均 平 均 平 均

平成28年１月 79.38 83.52 88.58 89.54
平成28年２月 71.14 77.02 81.97 83.58
平成28年３月 66.63 71.66 77.03 78.66
平成28年４月 67.48 70.76 75.52 77.34
平成28年５月 69.88 74.04 79.14 80.27
平成28年６月 70.44 76.27 81.15 82.10
平成28年７月 74.08 81.09 83.58 84.74
平成28年８月 72.35 79.51 83.15 81.81
平成28年９月 73.17 77.99 82.48 81.18
平成28年10月 71.27 76.35 80.73 83.17
平成28年11月 73.73 78.55 82.53 84.19
平成28年12月 76.60 79.52 84.38 84.29
平成29年１月 81.06 85.41 87.95 88.38
年 間 平 均 72.86 77.82 82.17 83.02
※前月分の価格データを集計しています。 （消費税抜き）

軽油「元売別」購入価格表（平成28年12月末現在） （単位：円／㍑）

軽油価格年間推移表（兵ト協調べ） （単位：円／㍑）

区分
元売名

ローリー 組 合 カ ー ド スタンド
平 均 平 均 平 均 平 均

J X 日 鉱 日 95.69 88.37
出 光 83.36 86.10 88.33
コ ス モ 80.93 83.90 90.50 94.40
昭 和 シ ェ ル 79.67 82.50 83.60
モ ー ビ ル 79.68
エ ッ ソ 81.20 96.00
三 井 81.00
そ の 他 80.19 82.17 85.87 87.18
総 計 81.06 85.41 87.95 88.38
28
／
11

全国平均 76.11
調査なし

83.46 84.76
近畿平均 74.89 81.83 88.54

（ 消 費 税 抜 き ）
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入会届

入会年月日 支部名 種別 会社名 代表者名 主たる連絡先

29.１.10 西播 一般 ㈲ワイ・ケイ物流 井 上 章 雄 〒671-2103
姫路市夢前町前之庄1170-1

 TEL   079-336-3814
FAX   079-336-3156

１.11 明石 一般 宝生運輸㈱ 川 村 耕 生 〒781-0250
高知県高知市瀬戸2−5−41

 TEL   088-803-7725
FAX   088-803-7726

１.18 神戸
中央 一般 ㈲YOU-LINE 遊 木 伸 明 〒650-0045

神戸市中央区港島9-11-1
 TEL   078-306-0616
FAX   078-306-0617

１.20 淡路 一般 ㈱アルファライン 小 山 宏 尚
〒656-2311
淡路市久留麻12-1
ピッコロハイツ102

 TEL   079-975-3220
FAX   079-975-3221

退会届

退会年月日 支部名 種別 会社名 代表者名

28.12.31 但馬 一般
利用 ㈲ 和 田 山 運 輸 藤 原 玄 徳

29.１.19 東部 一般 ㈱ 関 西 ス ギ ヤ マ 杉 山 明 浩

変更届

届出年月日 会員名簿
ページ数 変更事項 旧 新

 69 ＦＡＸ ㈲タカロジテム 　
FAX  078-303-8221 FAX  078-321-3502

 125 ＦＡＸ
木下物流㈲ 　

FAX  079-437-1269 FAX  079-435-1269

 146 住所
TEL/FAX

山陽運輸㈱ 　
神崎郡福崎町南田原2924-1 姫路市花田町加納原田89-1

 TEL  0790-24-3456
FAX  0790-24-3457

 TEL  079-252-7801
FAX  079-252-7802

28.12.19 65 住所 日陸物流㈱（旧 大阪日陸物流㈱）
神戸市中央区港島9−2−7 神戸市中央区港島4−5−5

12.22 30 代表者 ㈲ハマノホームサービス 　
濵 野 　 善 弘 濵 野 　 美 奈 子

29.１.５ 130 代表者 但陽ビジネスサービス㈱ 　
森 田 　 正 人 内 海 　 潔

１.12 66 代表者
旭東商運㈲ 　

河 合 　 宏 昭 西 村 　 文 夫

１.16 155 代表者
㈲姫路キャリー 　

萬 浪 　 晃 萬 浪 　 雄 治

１.16 89 会社名 フェデラルエクスプレスジャパン㈱ フェデラルエクスプレスジャパン（合同）

１.20 59 代表者
㈱マルゼン 　

前 田 　 榮 次 前　田　かおり ・ 前 田 良 夫



13

「エコ運転　燃費向上　事故減少」
平成28年エコドライブの推進に向けた標語　優秀賞

株式会社新宮運送　　　　
村上　研二　　　

一般社団法人 兵庫県トラック協会募金係

ご協力ありがとうございました

Ｈ29・１・５ 株式会社ジェイエヌ 48,962円
H29・１・18  兵庫県トラック協会 淡路支部 91,000円 

　　　　　　　チャリティゴルフ

交通遺児の募金を寄せられた会員

（平成29年1月18日現在）
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月日 行事名 場所 月日 行事名 場所

１・６ 自動車関係団体新春名刺交換会    神 戸 市
勤 労 会 館 ２・３ 近ト協　幹事会

兵ト協　正副会長会議 ４ 兵青協　研修事業に係る研修会    姫 路 文 化
セ ン タ ー

11 兵ト協　西播支部　新年会    ホ テ ル
日 航 姫 路 全ト協　青年部会「九州ブロック大会」    唐 津 シ ー サ

イ ド ホ テ ル

12 整備管理者選任後研修    姫 路 勤 労
市 民 会 館 ６ 兵ト協　ダンプ部会　要請活動    豊 岡 河 川 国

道 事 務 所 他

全ト協　全国専務理事業務連絡会議（～ 13 日）    清風荘（福井
県あわら市） ７ トレーラの適正な使用等に係る研修会 兵 卜 協

KTS 正副会長会議 大 阪 自動車関係団体連絡会    兵 庫 県 自
動 車 会 館

14 兵ト協　淡路支部　新年会    淡路島洲本温泉
海 月 館 ８ 兵ト協　輸送秩序確立委員会 兵 卜 協

兵ト協　明石支部　新年会    西 明 石
キ ャ ッ ス ル ホ テ ル ９ 整備管理者選任後研修    姫 路 勤 労

市 民 会 館

16 兵ト協　ダンプ部会　要請活動   神 戸 市　 他 10 全ト協　利用運送・積合部会研修会 全 ト 協
17 兵ト協　海上コンテナ部会　役員会 兵 ト 協 12 西脇市防災訓練（北播支部）    黒 田 庄

グ ラ ン ド

18 契約書面化推進セミナー 兵 ト 協 13 近畿ブロック適正化事業指導員研修会    ホテルプリム
ロ ー ズ 大 阪

兵ト協　東神戸支部　新年会    ホテルモントレ
神 戸 14 引越基本講習 兵 卜 協

19 契約書面化推進セミナー    西 部 研 修
セ ン タ ー 15 平成28年度第3回はい作業主任者技能講習会（～16日） 兵 卜 協

三木会 兵 ト 協 16 適正化事業実施機関評議員会    三 宮 タ ー ミ
ナ ル ホ テ ル

20 兵ト協　ダンプ部会　要請活動   明 石 市　 他 全ト協　交通対策委員会    中部トラック総合研修
セ ン タ ー

整備管理者選任後研修 兵 ト 協 17 兵ト協　重量．鉄鋼部会「研修会」    日 本
ト レ ク ス

兵庫県環境審議会大気環境部会    ラ ツ セ
ホ ー ル 過積載運行根絶合同キャンペーン    東 灘 区

深 江 浜 町

兵ト協　東部支部　新年会    ホテルホップ
インアミング 18 第 15 回近畿地域本部あんしん大会    新 大 阪

ワシントンプラザ

21 兵青協 HOT21「新春定例会」    「 と け い や 」
神戸市中央区 20 整備管理者選任後研修 兵 卜 協

23 兵庫県交通安全対策委員会「教育・運転対策」合同部会    兵 庫 県 民
会 館 兵庫交通労働災害防止関係機関連絡協議会   兵 庫労 働局

兵ト協　取扱・食品部会合同「新春荷主懇談会・研修会」    ホ テ ル
オークラ神戸 22 追突事故防止マニュアル活用セミナー 兵 卜 協

24 兵ト協　ダンプ部会　要請活動   姫 路 市　 他 平成 28 年度自動車関係近畿運輸局長表彰   近畿 運 輸 局
全ト協　新年賀詞交歓会    パ レ ス

ホ テ ル 東 京 23 全ト協　青年部会「第 3 回全国代表者協議会」    京 王 プ ラ ザ
ホ テ ル

陸災防　新任実施管理者等研修会    K K R
ホ テ ル 大 阪 兵ト協　正副会長会議

25 兵ト協　東播支部　新年会    東 京 田 村
加 古 川 店 兵ト協　総務委員会 兵 ト 協

陸災防　近畿ブロック支部長・事務局長会議    ANAクラウンプラザ
ホ テ ル 神 戸 24 兵青協　視察・交流事業「神ト協青年組織との交流会」    京 王 ブ ラ ザ

ホ テ ル

陸災防　荷役作業安全講習会 兵 卜 協 全ト協　青年部会「全国大会」    京 王 プ ラ ザ
ホ テ ル

兵ト協　役員選考委員会 兵 ト 協 近ト協　理事会    ザ・リッツカールトン
大 阪

兵ト協　西部研修センター建設等検討委員会 兵 ト 協 － 3月の予定－
27 兵ト協　ダンプ部会　要請活動    建 設 業 協 会

三田支部 他 ３・１ 全卜協　環境対策委員会    中部トラック総合
研 修 セ ン タ ー

尼運協　新年懇親会    ホテルニュー
アルカイック 兵卜協　物流政策・交付金委員会 兵 卜 協

兵ト協　兵庫・西神戸支部　合同新年会 神 仙 閣 ２ 兵卜協　交通対策委員会 兵 卜 協
兵ト協　西宮支部　新年会   やっこ旅 館 兵卜協　環境対策委員会 兵 卜 協

28 天狼会　新年例会    神戸オリエンタル
ホ テ ル ４ 兵青協「第３回　５府県トラック協会青年部合同交流会」    生 田 神 社

会 館

兵ト協　丹有支部　新年会 宝 魚 園 ５ 平成 28 年度第２回運行管理者試験    神 戸 フ ァ ッ
シ ョ ン マ ー ト

30 兵ト協　ダンプ部会　要請活動   西 宮 市  他 ９ 第５回兵青協「評議員会」 兵 卜 協
－２月の予定－ 全ト協　全国適正化事業実施機関本部長会議    第 一 ホ テ ル

東 京

２・１ 「過積載運行の根絶」横断幕の設置    神 戸 市
北 区・ 西 区 全卜協　理事会    第 一 ホ テ ル

東 京

２ 兵ト協　神戸中央支部　新年会 神 仙 閣 10 兵卜協　常任理事会・総務委員会合同会議 兵 卜 協
全ト協「スキルアツプ研修」（～３日） 全 卜 協 17 三木会 兵 卜 協
全ト協　重量部会「経営者研修会」    ロ ジ ワ ー ル

ホ テ ル 那 覇 兵卜協　理事会（予定） 兵 卜 協
３ 第 2 回運行管理者試験事前講習 兵 卜 協 18 KTS 正副会長会議・配車（管理者）担当者研修会 太 成 閣




